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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　二次元ブロック単位で圧縮符号化されたビデオデータをパッキングする複数個のシンク
ブロックとして、テープの通常の走行速度に比べて速くあるいは遅くして再生を行う変速
再生時に単独で再生したとき、使用できる上記シンクブロックを第１のシンクブロックと
し、
　使用できない上記シンクブロックを第２のシンクブロックとしたとき、
　同一の二次元ブロックに係る上記第１および第２のシンクブロックが順次連続して記録
されてなるテープの傾斜トラックを再生ヘッドで走査して当該第１および第２のシンクブ
ロックを再生し、
　上記変速再生時には、再生された上記第１のシンクブロックについては、付加されてい
るパリティによってエラー訂正処理を行い、該エラー訂正できたとき、当該第１のシンク
ブロックに対応するメモリのアドレス位置に当該第１のシンクブロックを書き込み、再生
された上記第２のシンクブロックについては、直前に再生された上記第１のシンクブロッ
クがエラー訂正でき、該第１のシンクブロックと同一のブロックに係るものであり、かつ
付加されているパリティによってエラー訂正処理を行い、該エラー訂正できたとき、当該
第２のシンクブロックに対応するメモリのアドレス位置に当該第２のシンクブロックを書
き込むデータ再生方法。
【請求項２】
　上記再生された第１のシンクブロックを上記メモリに書き込む際に、該第１のシンクブ
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ロックと同一のブロックに係る第２のシンクブロックを上記メモリに書き込まないときは
、該第１のシンクブロックに後シンクエラーフラグを付加して上記メモリに書き込む請求
項１に記載のデータ再生方法。
【請求項３】
　二次元ブロック単位で圧縮符号化されたビデオデータをパッキングする複数個のシンク
ブロックとして、テープの通常の走行速度に比べて速くあるいは遅くして再生を行う変速
再生時に単独で再生したとき、使用できる上記シンクブロックを第１のシンクブロックと
し、
　使用できない上記シンクブロックを第２のシンクブロックとしたとき、
　同一の二次元ブロックに係る上記第１および第２のシンクブロックが順次連続して記録
されてなるテープの傾斜トラックを再生ヘッドで走査して当該第１および第２のシンクブ
ロックを再生する再生手段と、
　上記再生手段で再生された第１および第２のシンクブロックを、メモリの当該第１およ
び第２のシンクブロックに対応するアドレス位置に書き込むデータ書き込み手段とを備え
、
　上記データ書き込み手段は、
　上記変速再生時には、再生された上記第１のシンクブロックについては、付加されてい
るパリティによってエラー訂正処理を行い、該エラー訂正できたとき、当該第１のシンク
ブロックに対応するメモリのアドレス位置に当該第１のシンクブロックを書き込み、再生
された上記第２のシンクブロックについては、直前に再生された上記第１のシンクブロッ
クがエラー訂正でき、該第１のシンクブロックと同一のブロックに係るものであり、かつ
付加されているパリティによってエラー訂正処理を行い、該エラー訂正できたとき、当該
第２のシンクブロックに対応するメモリのアドレス位置に当該第２のシンクブロックを書
き込むデータ再生装置。
【請求項４】
　上記データ書き込み手段は、
　上記再生された第１のシンクブロックを上記メモリに書き込む際に、該第１のシンクブ
ロックと同一ブロックに係る第２のシンクブロックを上記メモリに書き込まないときは、
該第１のシンクブロックに後シンクエラーフラグを付加して上記メモリに書き込む請求項
３に記載のデータ再生装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　この発明は、例えばデジタルビデオテープレコーダ等に適用して好適なデータ再生方法
およびデータ再生装置に関する。
【０００２】
　詳しくは、この発明は、二次元ブロック単位で圧縮符号化されたビデオデータをパッキ
ングする複数個のシンクブロックとして、変速再生時に単独で再生したとき、使用できる
シンクブロックを第１のシンクブロックとし、使用できないシンクブロックを第２のシン
クブロックとしたとき、同一の二次元ブロックに係る第１および第２のシンクブロックが
順次連続して記録されてなるテープの傾斜トラックを再生ヘッドで走査して当該第１およ
び第２のシンクブロックを再生することで、変速再生時に同一ブロックに係る第１、第２
のシンクブロックをペアで容易に再生できるようにしたデータ再生方法およびデータ再生
装置に係るものである。
【０００３】
　またこの発明は、変速再生時には、再生された第１のシンクブロックについては、付加
されているパリティによってエラー訂正処理を行い、該エラー訂正できたとき、当該第１
のシンクブロックに対応するメモリのアドレス位置に当該第１のシンクブロックを書き込
み、再生された第２のシンクブロックについては、直前に再生された第１のシンクブロッ
クがエラー訂正でき、該第１のシンクブロックと同一のブロックに係るものであり、かつ
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付加されているパリティによってエラー訂正処理を行い、該エラー訂正できたとき、当該
第２のシンクブロックに対応するメモリのアドレス位置に当該第２のシンクブロックを書
き込むものである。
【０００４】
【従来の技術】
従来、ビデオデータを二次元ブロック単位で、例えばＤＣＴ(Discrete Cosine Transform
)を用いた圧縮符号化を行い、各ブロックの圧縮符号化データをそれぞれ一個のシンクブ
ロックにパッキングし、テープの傾斜トラックにシンクブロックを順次記録し、再生時に
は当該テープの傾斜トラックからシンクブロックを順次再生し、デパッキングの処理によ
って各ブロックの圧縮符号化データを得、データ伸長処理を行ってビデオデータを得る記
録再生装置が提案されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００５】
このような記録再生装置では、再生時にバースト状のデータエラーが生じ、同一のＥＣＣ
（Error Correction Code)ブロックに多くのエラーが生じて、エラー訂正ができなくなる
ことを防止するために、同一のＥＣＣブロックに含まれるシンクブロックの分布がテープ
の傾斜トラック上でランダムとなるように、シャフリング処理を行って記録するのが一般
的である。
【０００６】
また、このような記録再生装置では、テープの走行速度を通常再生時に比べて、速く、あ
るいは遅くして再生を行う変速再生時には、再生ヘッドが傾斜トラックに沿って走査せず
、複数の傾斜トラックに跨って走査する。そのため、変速再生時には、各傾斜トラックに
記録されたシンクブロックの全てを再生できず、一部のみが再生される。
【０００７】
再生されたシンクブロックは、当該シンクブロックに対応したメモリのアドレス位置に順
次書き込まれ、そのアドレス位置に記憶されるシンクブロックのみが更新される。そして
、メモリに記憶されている１画面分のシンクブロックに基づき、デパッキング処理によっ
て各ブロックの圧縮符号化データが順次取得され、データ伸長の処理が行われ、再生ビデ
オデータが得られる。
【０００８】
【特許文献１】
特開平０９－１３９９１０号公報
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
上述した特許文献１のように、各ブロックの圧縮符号化データをそれぞれ一個のシンクブ
ロックにパッキングするものにあっては、変速再生時に再生される全てのシンクブロック
を使用することができる。
【００１０】
ところで、圧縮率が低い場合には、各ブロックの圧縮符号化データをそれぞれ複数個のシ
ンクブロックにパッキングすることとなる。その場合、テープの傾斜トラックに記録され
ているシンクブロックには、変速再生時に単独で再生したとき、使用できる第１のシンク
ブロックと、使用できない第２のシンクブロックが存在するようになる。例えば、上述し
たように直交変換を用いた圧縮符号化が行われる場合、第１のシンクブロックはＤＣ係数
を含むシンクブロックであり、第２のシンクブロックはＤＣ係数を含まないシンクブロッ
クである。
【００１１】
すなわちこの場合、同一ブロックに係る第１のシンクブロックと第２のシンクブロックと
をペアで取得できれば、第２のシンクブロックも使用できることから、画質の向上を図る
ことが可能となる。またこの場合、第２のシンクブロックを単独で再生した場合、当該第
２のシンクブロックは使用できないので、このシンクブロックをメモリに書き込むものと
すれば無駄となる。
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【００１２】
この発明の目的は、変速再生時に同一ブロックに係る第１、第２のシンクブロックをペア
で容易に再生できるようにすることにある。また、この発明の他の目的は、使用不可能な
第２のシンクブロックをメモリに書き込む無駄を防止することにある。
【００１３】
【課題を解決するための手段】
　この発明に係るデータ再生方法は、二次元ブロック単位で圧縮符号化されたビデオデー
タをパッキングする複数個のシンクブロックとして、テープの通常の走行速度に比べて速
くあるいは遅くして再生を行う変速再生時に単独で再生したとき、使用できるシンクブロ
ックを第１のシンクブロックとし、使用できないシンクブロックを第２のシンクブロック
としたとき、同一の二次元ブロックに係る第１および第２のシンクブロックが順次連続し
て記録されてなるテープの傾斜トラックを再生ヘッドで走査して当該第１および第２のシ
ンクブロックを再生し、変速再生時には、再生された第１のシンクブロックについては、
付加されているパリティによってエラー訂正処理を行い、該エラー訂正できたとき、当該
第１のシンクブロックに対応するメモリのアドレス位置に当該第１のシンクブロックを書
き込み、再生された第２のシンクブロックについては、直前に再生された第１のシンクブ
ロックがエラー訂正でき、該第１のシンクブロックと同一のブロックに係るものであり、
かつ付加されているパリティによってエラー訂正処理を行い、該エラー訂正できたとき、
当該第２のシンクブロックに対応するメモリのアドレス位置に当該第２のシンクブロック
を書き込むものである。
【００１４】
　また、この発明に係るデータ再生装置は、二次元ブロック単位で圧縮符号化されたビデ
オデータをパッキングする複数個のシンクブロックとして、テープの通常の走行速度に比
べて速くあるいは遅くして再生を行う変速再生時に単独で再生したとき、使用できるシン
クブロックを第１のシンクブロックとし、使用できないシンクブロックを第２のシンクブ
ロックとしたとき、同一の二次元ブロックに係る第１および第２のシンクブロックが順次
連続して記録されてなるテープの傾斜トラックを再生ヘッドで走査して当該第１および第
２のシンクブロックを再生する再生手段と、再生手段で再生された第１および第２のシン
クブロックを、メモリの当該第１および第２のシンクブロックに対応するアドレス位置に
書き込むデータ書き込み手段とを備え、データ書き込み手段は、変速再生時には、再生さ
れた第１のシンクブロックについては、付加されているパリティによってエラー訂正処理
を行い、該エラー訂正できたとき、当該第１のシンクブロックに対応するメモリのアドレ
ス位置に当該第１のシンクブロックを書き込み、再生された第２のシンクブロックについ
ては、直前に再生された第１のシンクブロックがエラー訂正でき、該第１のシンクブロッ
クと同一のブロックに係るものであり、かつ付加されているパリティによってエラー訂正
処理を行い、該エラー訂正できたとき、当該第２のシンクブロックに対応するメモリのア
ドレス位置に当該第２のシンクブロックを書き込むものである。
【００２０】
この発明においては、ビデオデータが二次元ブロック単位で圧縮符号化され、各ブロック
の圧縮符号化データがそれぞれ複数個のシンクブロックに渡ってパッキングされ、このシ
ンクブロックが順次記録されてなるテープの傾斜トラックが、再生ヘッドで走査される。
そして、再生されたシンクブロックが、当該シンクブロックに対応するメモリのアドレス
位置に書き込まれる。
【００２１】
例えば、同一のＥＣＣブロックに含まれるシンクブロックの分布がテープの傾斜トラック
上でランダムとなるようにシャフリング処理されて記録されている場合、このように再生
されたシンクブロックに対応するメモリのアドレス位置に書き込まれることで、デシャフ
リング処理が行われることとなる。
【００２２】
この場合、各ブロックの圧縮符号化データをパッキングする複数個のシンクブロックとし
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て、変速再生時に単独で再生したとき、使用できる第１のシンクブロックおよび使用でき
ない第２のシンクブロックが存在する。また、同一のブロックに係る第１のシンクブロッ
クおよび第２のシンクブロックは、傾斜トラックに連続して記録されている。
【００２３】
変速再生時には、再生された第１のシンクブロックおよび第２のシンクブロックは以下の
ように処理される。つまり、再生された第１のシンクブロックについては、付加されてい
るパリティによってエラー訂正できたとき、メモリに書き込まれる。一方、第２のシンク
ブロックについては、直前に再生された第１のシンクブロックがエラー訂正でき、この第
１のシンクブロックと同一のブロックに係るものであり、かつ付加されているパリティに
よってエラー訂正できたとき、メモリに書き込まれる。
【００２４】
第２のシンクブロックについては、同一のブロックに係る第１のシンクブロックとペアで
のみ使用できる。直前に再生された第１のシンクブロックがエラー訂正できないとき、直
前に再生された第１のシンクブロックと同一のブロックに係るものでないとき、および付
加されているパリティによってエラー訂正できないとき、いずれも当該第２のシンクブロ
ックは、同一のブロックに係る第１のシンクブロックとペアで使用できない。このような
場合、第２のシンクブロックをメモリに書き込まないものであり、使用不可能な第２のシ
ンクブロックをメモリに書き込む無駄を防止できる。
【００２５】
なお、再生された第１のシンクブロックをメモリに書き込む際に、この第１のシンクブロ
ックと同一のブロックに係る第２のシンクブロックをメモリに書き込まないときは、この
第１のシンクブロックに後シンクエラーフラグを付加してメモリに書き込むことができる
。その場合には、当該後シンクエラーフラグに基づいて、メモリ上でこの第１のシンクブ
ロックとペアである第２のシンクブロックの圧縮符号化データを用いないようにでき、他
のブロックの圧縮符号化データが混じることによる画質の劣化を防止できる。
【００２６】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照しながら、この発明の実施の形態について説明する。図１は、実施の形
態としての記録再生装置１００の基本的構成を示している。なお、説明を簡単にするため
、オーディオ系については省略している。
【００２７】
まず、記録系を説明する。入力端子１1１に入力されるデジタルのビデオデータＶinはビ
デオ圧縮回路１１２に供給される。このビデオ圧縮回路１１２では、ビデオデータＶinが
例えば８×８画素の二次元ブロックに分割され、ＤＣＴ等のブロック符号化を用いたデー
タ圧縮処理が行われる。
【００２８】
ビデオ圧縮回路１１２より出力されるビデオデータ（圧縮符号化データ）ＶＤａは、ＥＣ
Ｃエンコーダ１１３に供給される。このＥＣＣエンコーダ１１３では、ビデオデータＶＤ
ａに対して符号化単位毎に積符号を用いたエラー訂正符号化が行われる。このＥＣＣエン
コーダ１１３より出力される記録ビデオデータ（エラー訂正符号化データ）ＶＤｂは、記
録アンプ１１４を介して記録ヘッドＨｒに供給され、磁気テープ１２０の記録トラックに
順次記録される。
【００２９】
この場合、記録ビデオデータＶＤｂはデジタル変調処理を経ることなく、ＮＲＺ(Non-Ret
urn-to-Zero)の形式のままで記録される。しかし、ビデオデータＶＤｂに対してデジタル
変調処理を施した後に記録するようにしてもよい。
【００３０】
次に、再生系を説明する。磁気テープ１２０の記録トラックより再生ヘッドＨｐで再生さ
れた再生信号は再生アンプ１３１で増幅され、さらに等化回路１３２で波形等化された後
に復号回路１３３に供給される。復号回路１３３では、波形等化後の再生信号に対して、
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例えばビタビアルゴリズムを利用した復号化の処理が行われ、上述した記録系のＥＣＣエ
ンコーダ１１３から出力される記録ビデオデータＶＤｂに対応した再生ビデオデータＶＤ
ｃが得られる。
【００３１】
復号回路１３３より出力される再生ビデオデータＶＤｃはＥＣＣデコーダ１３４に供給さ
れる。このＥＣＣデコーダ１３４では、ビデオデータＶＤｃに付加されているパリティ（
Ｃ１パリティ、Ｃ２パリティ）を用いてエラー訂正が行われる。
【００３２】
ＥＣＣデコーダ１３４より出力されるエラー訂正後のビデオデータ（圧縮符号化データ）
ＶＤｄはビデオ伸長回路１３５に供給される。このビデオ伸長回路１３５では、記録系の
ビデオ圧縮回路１１２とは逆の処理によってデータ伸長が行われる。そして、このビデオ
伸長回路１３５より出力されるビデオデータＶoutは出力端子１３６に出力される。
【００３３】
図２は、磁気テープ１２０の記録フォーマットを示している。磁気テープ１２０には、そ
の長手方向に対して傾斜したトラックＴが順次形成される。この場合、互いに隣接する２
本のトラックＴにおける記録アジマスは異なるようにされる。
【００３４】
トラックＴの走査開始端側および走査終了端側の領域は、それぞれビデオデータ領域ＡＲ
ＶL，ＡＲＶUに割り当てられている。このビデオデータ領域ＡＲＶL，ＡＲＶUには、上述
したＥＣＣエンコーダ１１３より出力される記録ビデオデータＶＤｂが記録される。また
、トラックＴのビデオ領域ＡＲＶL，ＡＲＶUに挟まれた領域は、オーディオデータ領域Ａ
ＲＡに割り当てられている。このオーディオデータ領域ＡＲＡには、図１にはオーディオ
系については図示していないが、記録オーディオデータが記録される。
【００３５】
図３は、図１に示す記録再生装置１００の回転ドラムの構成を示す略線図である。回転ド
ラム１４０には、１８０度の巻き付け角度をもって、磁気テープ１２０が斜めに巻き付け
られる。磁気テープ１２０は、回転ドラム１４０にこのように巻き付けられた状態で、所
定速度で走行するようにされる。
【００３６】
また、回転ドラム１４０には、４個の記録ヘッドＲＥＣＡ～ＲＥＣＤが配置されていると
共に、これら４個の記録ヘッドＲＥＣＡ～ＲＥＣＤに対して１８０度の角間隔をもって４
個の記録ヘッドＲＥＣＥ～ＲＥＣＨが配置されている。さらに、回転ドラム１４０には、
記録ヘッドＲＥＣＡ～ＲＥＣＨに対応する８個の再生ヘッドＰＢＡ～ＰＢＨが、記録ヘッ
ドＲＥＣＡ～ＲＥＣＨに対してそれぞれ９０度の角間隔をもって配置されている。
【００３７】
図１に示す記録再生装置１００の記録ヘッドＨｒは、実際には、上述したように８個の記
録ヘッドＲＥＣＡ～ＲＥＣＨからなっている。また、図１に示す記録再生装置１００の再
生ヘッドＨｐは、実際には、上述したように８個の再生ヘッドＰＢＡ～ＰＢＨからなって
いる。１フィールドのビデオデータは、１２トラックに記録される。記録時および再生時
には、１回のスキャンでは４個のヘッドによって４トラックが同時に走査され、従って１
２トラックは３回のスキャンで走査される。
【００３８】
１２トラックのビデオデータ領域ＡＲＶL，ＡＲＶUには、図４に示すように、ブロック０
～ブロック３５までの、３６個のＥＣＣブロック（符号化単位のデータ）が記録される。
１個のＥＣＣブロックは、以下のように構成されている。すなわち、２２６バイト×１１
４バイトのデータ配列からなるビデオデータに対して、矢印ｂで示す外符号演算データ系
列につき、各列のデータ（データ列）が例えば（１２６，１１４）リードソロモン符号に
よって符号化され、１２バイトのＣ２パリティ（外符号パリティ）が生成される。さらに
、これらビデオデータおよびＣ２パリティに対して、矢印ａで示す内符号演算データ系列
につき、各行のデータ（データ列）が例えば（２４２，２２６）リードソロモン符号によ
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って符号化され、１６バイトのＣ１パリティが生成される。また、各々のデータ行の先頭
には、それぞれ２バイトの大きさを有するシンクデータおよびＩＤが配される。
【００３９】
図５は、ＥＣＣブロックにおける１シンクブロックの構成を示している。先頭の２バイト
はシンクデータである。続く２バイトはＩＤである。このＩＤには、当該１シンクブロッ
クが１２トラックのいずれに記録されたものかを識別するトラックＩＤ、当該１シンクブ
ロックが一本の傾斜トラックに記録された複数のシンクブロックのいずれであるかを識別
するシンクブロックＩＤが含まれる。
【００４０】
例えば、シンクブロックＩＤは、９ビットのデータとして構成される。この場合、１ビッ
トで、走査開始端側のビデオデータ領域ＡＲＶLに記録されるものか、走査終了端側のビ
デオデータ領域ＡＲＶUに記録されるものかを表すものとされる。また、残りの８ビット
で、領域ＡＲＶL，ＡＲＶUのそれぞれに記録される１８９シンクブロックにそれぞれ対応
して０～１８８の数値が与えられる。
【００４１】
また、１２トラック毎に１セグメントが構成され、０～３のセグメント番号が順次繰り返
し付与されるが、上述の２バイトのＩＤには、当該１シンクブロックが記録されるセグメ
ントのセグメント番号を示すセグメントＩＤも含まれる。
【００４２】
また、このＩＤに、２２６バイトのビデオデータ（またはＣ２パリティ）および１６バイ
トのＣ１パリティが続く。
【００４３】
上述したように、磁気テープ１２０の１２トラックに、３６個のＥＣＣブロック（図４参
照）が記録される。図６は、１セグメントを構成する１２トラックのビデオデータ領域Ａ
ＲＶL，ＡＲＶUにおける各ＥＣＣブロックのシンクブロックの配置を示している。
【００４４】
図６Ａに示すように、１回目にスキャンされる０～３の４トラックに関しては、ビデオデ
ータ領域ＡＲＶLには０～３５のＥＣＣブロックにおける０Ｒｏｗ～２０Ｒｏｗまでの２
１Ｒｏｗのシンクブロックが記録され、ビデオデータ領域ＡＲＶUには０～３５のＥＣＣ
ブロックにおける２１Ｒｏｗ～４１Ｒｏｗまでの２１Ｒｏｗのシンクブロックが記録され
る。
【００４５】
また、２回目にスキャンされる４～７の４トラックに関しては、ビデオデータ領域ＡＲＶ

Lには０～３５のＥＣＣブロックにおける４２Ｒｏｗ～６２Ｒｏｗまでの２１Ｒｏｗのシ
ンクブロックが記録され、ビデオデータ領域ＡＲＶUには０～３５のＥＣＣブロックにお
ける６３Ｒｏｗ～８３Ｒｏｗまでの２１Ｒｏｗのシンクブロックが記録される。
【００４６】
さらに、３回目にスキャンされる８～１１の４トラックに関しては、ビデオデータ領域Ａ
ＲＶLには０～３５のＥＣＣブロックにおける８４Ｒｏｗ～１０４Ｒｏｗまでの２１Ｒｏ
ｗのシンクブロックが記録され、ビデオデータ領域ＡＲＶUには０～３５のＥＣＣブロッ
クにおける１０５Ｒｏｗ～１２５Ｒｏｗまでの２１Ｒｏｗのシンクブロックが記録される
。
【００４７】
ここで、０Ｒｏｗのシンクブロックは、０～３５のＥＣＣブロックのそれぞれにおける０
番目のシンクブロックからなっており、これら３６個のシンクブロックは、図６Ｂに示す
ように、０～４のトラックに、９シンクブロックずつ振り分けられて記録される。つまり
、０のトラックには０，１８，１，１９，２，２０，３，２１，４のＥＣＣブロックにお
ける０番目のシンクブロックが記録され、１のトラックには２２，５，２３，６，２４，
７，２５，８，２６のＥＣＣブロックにおける０番目のシンクブロックが記録され、２の
トラックには９，２７，１０，２８，１１，２９，１２，３０，１３のＥＣＣブロックに
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おける０番目のシンクブロックが記録され、さらに３のトラックには３１，１４，３２，
１５，３３，１６，３４，１７，３５のＥＣＣブロックにおける０番目のシンクブロック
が記録される。
【００４８】
以下、同様に、１～１２５Ｒｏｗのシンクブロックは、それぞれ０～３５のＥＣＣブロッ
クにおける１～１２５番目のシンクブロックからなっており、各３６個のシンクブロック
は対応する４トラックに９シンクブロックずつ振り分けられて記録される。この場合、Ｒ
ｏｗ毎に、４トラックのそれぞれに記録される９シンクブロックが取り出されるＥＣＣブ
ロックがローテーションされる。なお、１シンクブロックは、図６Ｃに示すように、２バ
イトのシンクデータ、２バイトのＩＤ、２２６バイトのビデオデータ（またはＣ２パリテ
ィ）および１６バイトのＣ１パリティからなっている。
【００４９】
ここで、０～１１の１２トラックには、０Ｒｏｗ～１２５Ｒｏｗのシンクブロックが順次
記録される。この場合、０Ｒｏｗ～１１３Ｒｏｗのシンクブロックは、内符号演算データ
系列を構成するビデオデータのデータ列にＣ１パリティが付加されてなるものであるが、
１１４Ｒｏｗ～１２５Ｒｏｗのシンクブロックは、内符号演算データ系列を構成するＣ２
パリティのデータ列にＣ１パリティが付加されてなるものである。
【００５０】
つまり、本実施の形態においては、１２トラックに０～３５の３６個のＥＣＣブロックを
記録する際に、図７に示すように、最初は内符号演算データ系列を構成するビデオデータ
のデータ列にＣ１パリティが付加されてなる第１のシンクブロックが順次記録され、この
第１のシンクブロックの記録が終了した後に、内符号演算データ系列を構成するＣ２パリ
ティのデータ列にＣ１パリティが付加されてなる第２のシンクブロックが順次記録される
。
【００５１】
次に、図１に示す記録再生装置１００におけるＥＣＣエンコーダ１１３の詳細を説明する
。図８は、ＥＣＣエンコーダ１１３の構成を示している。
【００５２】
このＥＣＣエンコーダ１１３は、ＳＤＲＡＭ(Synchronous Dynamic RAM)１５１と、この
ＳＤＲＡＭ１５１に対する書き込みおよび読み出しを行うためのインタフェースであるＳ
ＤＲＡＭインタフェース１５２とを有している。ＳＤＲＡＭ１５１は、複数フィールドの
ビデオデータを記憶し得る容量を持っている。この場合、ＳＤＲＡＭ１５１には、各フィ
ールドについて、３６個のＥＣＣブロック（図４参照）に対応したメモリ空間が用意され
ている。
【００５３】
また、ＥＣＣエンコーダ１１３は、ビデオ圧縮回路１１２から供給されるビデオデータ（
圧縮符号化データ）ＶＤａをＳＤＲＡＭ１５１に書き込むためのバッファとなる入力書き
込みバッファ１５３を有している。ここで、入力書き込みバッファ１５３は、パッキング
手段も構成しており、ビデオ圧縮回路１１２から供給されるビデオデータ（圧縮符号化デ
ータ）ＶＤａをシンクブロックにパッキングする。
【００５４】
上述したようにビデオ圧縮回路１１２では、ビデオデータＶinが例えば８×８画素の二次
元ブロックに分割され、ＤＣＴ等のブロック符号化を用いたデータ圧縮処理が行われる。
上述せずも、有効画面は、１９２０画素×１０８８ラインで構成される。入力書き込みバ
ッファ１５３では、図９に示すように、１６×１６画素のマクロブロック（８×８画素の
ＤＣＴブロックが４個で構成される）の圧縮符号化データ毎に、２個のシンクブロックＳ
ｄ，Ｓｈにパッキングされる。
【００５５】
ここで、シンクブロックＳｄは、第１のシンクブロックを構成しており、変速再生時に単
独で再生したとき、使用できるシンクブロックである。このシンクブロックＳｄには、Ｄ
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Ｃ係数を含む低域周波数領域の係数がパッキングされる。また、シンクブロックＳｈは、
第２のシンクブロックを構成しており、変速再生時に単独で再生したとき、使用できない
シンクブロックである。このシンクブロックＳｈには、シンクブロックＳｄにパッキング
される係数を除く、高域周波数領域の係数がパッキングされる。
【００５６】
ＳＤＲＡＭ１５１には、各マクロブロックの圧縮符号化データがパッキングされたシンク
ブロックＳｄ，Ｓｈが、各フィールドにつき、３６個のＥＣＣブロックに対応したメモリ
空間に順次書き込まれる。図６に示すように、３６個のＥＣＣブロックの各シンクブロッ
クがシャフリングされて傾斜トラックに記録される。各マクロブロックの圧縮符号化デー
タがパッキングされたシンクブロックＳｄ，ＳｈをＳＤＲＡＭ１５１の３６個のＥＣＣブ
ロックに対応したメモリ空間に書き込む際に、図１０に示すように、同一のマクロブロッ
クに係るシンクブロックＳｄ，Ｓｈが連続して記録されるように、ＳＤＲＡＭ１５１にお
ける書き込みアドレスが制御される。なお、図１０において、矢印ＳＣＮは、変速再生時
における、再生ヘッドの走査軌跡の一例を示している。
【００５７】
つまり、３６個のＥＣＣブロックの各シンクブロックが図６Ｂに示すように記録される場
合、０，１８のＥＣＣブロックの０番目のシンクブロック、１，１９のＥＣＣブロックの
０番目のシンクブロック、２，２０のＥＣＣブロックの０番目のシンクブロック、・・・
に対応したメモリ空間には、それぞれ同一のマクロブロックに係るシンクブロックＳｄ，
Ｓｈが書き込まれる。
【００５８】
図８に戻って、また、ＥＣＣエンコーダ１１３は、各フィールドについて、ＳＤＲＡＭ１
５１から読み出される３６個のＥＣＣブロックに対応したビデオデータを後述するＣ２エ
ンコーダ１５５に供給するためのバッファとなるＣ２読み出しバッファ１５４と、各フィ
ールドについて、３６個のＥＣＣブロックにおけるＣ２パリティ（外符号パリティ）を演
算するＣ２エンコーダ１５５とを有している。
【００５９】
この場合、Ｃ２エンコーダ１５５は、Ｃ２パリティを演算する演算器を例えば３６個有し
ており、上述した３６個のＥＣＣブロックにおけるＣ２パリティを並行して演算できる。
そのため、Ｃ２読み出しバッファ１５４からＣ２エンコーダ１５５には、３６個のＥＣＣ
ブロックに対応したビデオデータが並行して供給される。
【００６０】
また、ＥＣＣエンコーダ１１３は、各フィールドについて、Ｃ２エンコーダ１５５で演算
された３６個のＥＣＣブロックにおけるＣ２パリティをＳＤＲＡＭ１５１に書き込むため
のバッファとなるＣ２書き込みバッファ１５６と、各フィールドについて、ＳＤＲＡＭ１
５１から読み出される、３６個のＥＣＣブロックに対応したビデオデータおよびＣ２パリ
ティを出力するためのバッファとなる出力バッファ１５７とを有している。
【００６１】
また、ＥＣＣエンコーダ１１３は、出力バッファ１５７から記録順に出力される各シンク
ブロックのビデオデータ（またはＣ２パリティ）のデータ列に、シンクデータおよびＩＤ
を付加するＳＹＮＣ・ＩＤ付加回路１５８と、このＳＹＮＣ・ＩＤ付加回路１５８でシン
クデータおよびＩＤが付加された各シンクブロックのビデオデータに対してＣ１パリティ
を演算して付加し、記録ビデオデータＶＤｂとして出力するＣ１エンコーダ１５９とを有
している。
【００６２】
図８に示すＥＣＣエンコーダ１１３の動作を説明する。
ビデオ圧縮回路１１２（図１参照）より供給されるビデオデータ（圧縮符号化データ）Ｖ
Ｄａは、入力書き込みバッファ１５３およびＳＤＲＡＭインタフェース１５２を介してＳ
ＤＲＡＭ１５１に書き込まれる。この場合、１６×１６画素のマクロブロックの圧縮符号
化データ毎に、２個のシンクブロックＳｄ，Ｓｈにパッキングされ、これらシンクブロッ
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クＳｄ，Ｓｈが、各フィールドにつき、３６個のＥＣＣブロックに対応したメモリ空間に
順次書き込まれる。
【００６３】
この場合、同一のマクロブロックに係るシンクブロックＳｄ，Ｓｈが傾斜トラックに連続
して記録されるように（図１０参照）、ＳＤＲＡＭ１５１における書き込みアドレスが制
御される。ここで、シンクブロックＳｄは、変速再生時に単独で再生したとき使用できる
第１のシンクブロックを構成している。このシンクブロックＳｄには、ＤＣ係数を含む低
域周波数領域の係数がパッキングされる。また、シンクブロックＳｈは、変速再生時に単
独で再生したとき使用できない第２のシンクブロックを構成している。このシンクブロッ
クＳｈには、シンクブロックＳｄにパッキングされる係数を除く、高域周波数領域の係数
がパッキングされる。
【００６４】
また、各フィールドについて、ＳＤＲＡＭ１５１から読み出される３６個のＥＣＣブロッ
クに対応したビデオデータは、ＳＤＲＡＭインタフェース１５２およびＣ２読み出しバッ
ファ１５４を介してＣ２エンコーダ１５５に供給される。この場合、Ｃ２読み出しバッフ
ァ１５４からＣ２エンコーダ１５５には、３６個のＥＣＣブロックに対応したビデオデー
タが並行して供給される。
【００６５】
Ｃ２エンコーダ１５５では、各フィールドについて、３６個の演算器によって、３６個の
ＥＣＣブロックにおけるＣ２パリティが並行して演算される。このように各フィールドに
ついて、Ｃ２エンコーダ１５５で演算される、３６個のＥＣＣブロックにおけるＣ２パリ
ティは、Ｃ２書き込みバッファ１５６およびＳＤＲＡＭインタフェース１５２を介して、
ＳＤＲＡＭ１５１の、対応する３６個のＥＣＣブロックのメモリ空間におけるＣ２パリテ
ィ領域に書き込まれる。
【００６６】
また、各フィールドについて、ＳＤＲＡＭ１５１から読み出される３６個のＥＣＣブロッ
クに対応したビデオデータおよびＣ２パリティは、ＳＤＲＡＭインタフェース１５２を介
して出力バッファ１５７に供給される。この出力バッファ１５７から記録順に出力される
各シンクブロックのビデオデータ（またはＣ２パリティ）は、ＳＹＮＣ・ＩＤ付加回路１
５８でシンクデータおよびＩＤが付加された後にＣ１エンコーダ１５９に供給される。
【００６７】
Ｃ１エンコーダ１５９では、シンクデータおよびＩＤが付加された各シンクブロックのビ
デオデータに対してＣ１パリティが演算されて付加され、記録ビデオデータＶＤｂとして
の各シンクブロックが生成される。この記録ビデオデータＶＤｂは、上述したように記録
アンプ１１４（図１参照）に供給される。
【００６８】
次に、図１に示す記録再生装置１００におけるＥＣＣデコーダ１３４の詳細を説明する。
図１１は、ＥＣＣデコーダ１３４の構成を示している。
【００６９】
このＥＣＣデコーダ１３４は、復号回路１３３から供給される再生ビデオデータＶＤｃを
構成する各シンクブロックのシンクデータを検出するＳＹＮＣ検出回路１６１と、このＳ
ＹＮＣ検出回路１６１を通じて供給される各シンクブロック毎にＣ１パリティを用いてエ
ラー訂正処理を行うＣ１デコーダ１６２とを有している。Ｃ１デコーダ１６２からは、エ
ラー訂正処理後のビデオデータ列に、エラー訂正ができたか否かを示すエラー訂正フラグ
およびＩＤが付加された状態で、各シンクブロックが出力される。エラー訂正フラグは、
シンクデータの部分に挿入される。この場合、エラー訂正フラグがエラー訂正ができたこ
とを示す状態にある場合、そのエラー訂正フラグが付加されているビデオデータ列にはエ
ラーは含まれておらず、一方エラー訂正フラグがエラー訂正ができなかったことを示す状
態にある場合、そのエラー訂正フラグが付加されているビデオデータ列にはエラーが含ま
れている。



(11) JP 4264635 B2 2009.5.20

10

20

30

40

50

【００７０】
また、ＥＣＣデコーダ１３４は、ＳＤＲＡＭ１６３と、このＳＤＲＡＭ１６３に対する書
き込みおよび読み出しを行うためのインタフェースであるＳＤＲＡＭインタフェース１６
４とを有している。ＳＤＲＡＭ１６３は、複数フィールドのビデオデータを記憶し得る容
量を持っている。この場合、ＳＤＲＡＭ１６３には、各フィールドについて、３６個のＥ
ＣＣブロック（図４参照）に対応したメモリ空間が用意されている。
【００７１】
また、ＥＣＣデコーダ１３４は、Ｃ１デコーダ１６２から供給される各シンクブロックを
ＳＤＲＡＭ１６３に書き込むためのバッファとなる入力書き込みバッファ１６５を有して
いる。
【００７２】
ここで、入力書き込みバッファ１６５は、通常再生時には、後述するように、Ｃ２デコー
ダによってＣ２パリティを用いたエラー訂正処理が行われることから、付加されているエ
ラー訂正フラグの状態によらず、全てのシンクブロックをＳＤＲＡＭ１６３に書き込む。
この場合、各シンクブロックは、それに付加されているトラックＩＤおよびシンクブロッ
クＩＤに基づいて、各フィールドにつき、３６個のＥＣＣブロックに対応したメモリ空間
の所定アドレス位置に書き込まれる。これにより、ＳＤＲＡＭ１６３には、各フィールド
につき、それぞれ記録時と同様の１２６個のシンクブロックからなる、３６個のＥＣＣブ
ロックが生成される。
【００７３】
また、入力書き込みバッファ１６５は、磁気テープ１２０の走行速度を通常再生時より速
くあるいは遅くして再生を行う変速再生時には、Ｃ１デコーダ１６２から供給されるシン
クブロックのうち、以下の選択処理で選択されたシンクブロックのみ、ＳＤＲＡＭ１６３
に書き込む。この場合も、各シンクブロックは、それに付加されているトラックＩＤおよ
びシンクブロックＩＤに基づいて、３６個のＥＣＣブロックに対応したメモリ空間の所定
アドレス位置に書き込まれる。この場合、各フィールドにおいて同一のメモリ空間に書き
込みが行われ、記憶データが順次更新されていく。
【００７４】
図１２のフローチャートは、選択処理の手順を示している。
ステップＳＴ１で処理を開始し、ステップＳＴ２で、再生されたシンクブロックが、シン
クブロックＳｄ、Ｓｈのいずれかかを判定する。この判定は、シンクブロックＩＤに基づ
いて行われる。シンクブロックＳｄであると判定するときは、ステップＳＴ３で、当該シ
ンクブロックがＣ１パリティによってエラー訂正できたものであるか否かを判定する。こ
の判定は、エラー訂正フラグに基づいて行われる。
【００７５】
エラー訂正できたものであるときは、ステップＳＴ４で、当該シンクブロックを書き込み
シンクブロックとして選択し、ステップＳＴ５で処理を終了する。一方、エラー訂正でき
たものでないときは、ステップＳＴ６で、当該シンクブロックを書き込みシンクブロック
として選択しないこととし、ステップＳＴ５で処理を終了する。
【００７６】
上述のステップＳＴ２でシンクブロックＳｈであると判定するときは、ステップＳＴ７で
、直前に再生されたシンクブロックＳｄが、エラー訂正できて書き込みシンクブロックと
して選択されたか否かを判定する。書き込みシンクブロックとして選択されたときは、ス
テップＳＴ８で、当該シンクブロックが、直前に再生されたシンクブロックＳｄと同一の
マクロブロックに係るものであるか否かを判定する。この判定はトラックＩＤおよびシン
クブロックＩＤに基づいて行われる。
【００７７】
すなわち、当該シンクブロックにおけるトラックＩＤが直前に再生されたシンクブロック
ＳｄにおけるトラックＩＤと同一であり、かつ当該シンクブロックにおけるシンクブロッ
クＩＤが直前に再生されたシンクブロックＳｄにおけるシンクブロックＩＤに連続したも
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のであるとき、当該シンクブロックは、直前に再生されたシンクブロックＳｄと同一のマ
クロブロックに係るものであると判定する。
【００７８】
ステップＳＴ８で同一のマクロブロックに係るものであると判定するときは、ステップＳ
Ｔ９で、当該シンクブロックがＣ１パリティによってエラー訂正できたものであるか否か
を判定する。この判定は、エラー訂正フラグに基づいて行われる。
【００７９】
エラー訂正できたものであるときは、ステップＳＴ４で、当該シンクブロックを書き込み
シンクブロックとして選択し、ステップＳＴ５で処理を終了する。ステップＳＴ７で直前
に再生されたシンクブロックＳｄが書き込みブロックとして選択されなかったとき、ステ
ップＳＴ８で当該シンクブロックが直前に再生されたシンクブロックＳｄと同一のマクロ
ブロックに係るものでないとき、およびステップＳＴ９で当該シンクブロックがエラー訂
正できたものでないときは、ステップＳＴ６で、当該シンクブロックを書き込みシンクブ
ロックとして選択しないこととし、ステップＳＴ５で処理を終了する。
【００８０】
また、入力書き込みバッファ１６５は、シンクブロックＳｄをＳＤＲＡＭ１６３に書き込
む際に、このシンクブロックＳｄと同一のマクロブロックに係るシンクブロックＳｈを書
き込むことができないとき、当該シンクブロックＳｄに後シンクエラーフラグを付加して
ＳＤＲＡＭ１６３に書き込む。この状況は、再生されたシンクブロックＳｄが書き込みシ
ンクブロックとして選択されるが、その直後に再生されたシンクブロックＳｈが、当該シ
ンクブロックＳｄと同一のマクロブロックに係るものでないか、あるいはエラー訂正でき
たものでなく、書き込みシンクブロックとして選択されなかった場合に、発生する。
【００８１】
このようにシンクブロックＳｄに後シンクエラーフラグを付加してＳＤＲＡＭ１６３に書
き込むのは、ＳＤＲＡＭ１６３に記憶されている当該シンクブロックＳｄとペアになるべ
きシンクブロックＳｈは、当該シンクブロックＳｄと同一のマクロブロックに係るもので
はなく、例えば後段のビデオ伸長回路１３５で、そのシンクブロックＳｈに含まれる圧縮
符号化データの使用を防止可能とするためである。
【００８２】
図１１に戻って、また、ＥＣＣデコーダ１３４は、各フィールドについて、ＳＤＲＡＭ１
６３から読み出される３６個のＥＣＣブロックにおける各シンクブロックのデータを後述
するＣ２デコーダ１６７に供給するためのバッファとなるＣ２読み出しバッファ１６６と
、各フィールドについて、３６個のＥＣＣブロックにおいてＣ２パリティを用いてエラー
訂正処理を行うＣ２デコーダ１６７と、各フィールドについて、Ｃ２デコーダ１６７で訂
正された３６個のＥＣＣブロックにおけるビデオデータ（圧縮符号化データ）をＳＤＲＡ
Ｍ１６３に書き込むためのバッファとなるＣ２書き込みバッファ１６８とを有している。
【００８３】
なお、これらバッファ１６６，１６８およびＣ２デコーダ１６７の部分は、通常再生時に
のみ使用される。つまり、変速再生時には、Ｃ２パリティを用いたエラー訂正処理は行わ
れない。
【００８４】
また、ＥＣＣデコーダ１３４は、各フィールドについて、ＳＤＲＡＭ１６３に記憶されて
いる３６個のＥＣＣブロックに基づいて、各マクロブロックの圧縮符号化データを出力す
るためのバッファとなる出力バッファ１６９を有している。この場合、出力バッファ１６
９は、デパッキングの処理を行って、各マクロブロックの圧縮符号化データを対応するシ
ンクブロックＳｄ，Ｓｈから取得する。
【００８５】
なお、出力バッファ１６９は、変速再生時には、所定のマクロブロックの圧縮符号化デー
タを得るためのシンクブロックＳｄに後シンクエラーフラグが付加されている場合には、
当該所定のマクロブロックの圧縮符号化データのうち、シンクブロックＳｈから取得した
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圧縮符号化データに関しては、エラーフラグを付加して出力する。これにより、後段のビ
デオ伸長回路１３５では、エラーフラグが付加されている圧縮符号化データを誤って使用
することを防止できる。
【００８６】
図１１に示すＥＣＣデコーダ１３４の動作を説明する。最初に通常再生時の動作を説明す
る。
【００８７】
復号回路１３３から供給される再生ビデオデータＶＤｃはＳＹＮＣ検出回路１６１でシン
クデータが検出され、その後にＣ１デコーダ１６２に供給される。Ｃ１デコーダ１６２で
は、各シンクブロックに対して、Ｃ１パリティを用いたエラー訂正処理が行われる。この
Ｃ１デコーダ１６２からは、エラー訂正処理後のビデオデータ列に、エラー訂正ができた
か否かを示すエラー訂正フラグおよびＩＤが付加された状態で、各シンクブロックが出力
される。
【００８８】
Ｃ１デコーダ１６２から出力される各シンクブロックは、入力書き込みバッファ１６５お
よびＳＤＲＡＭインタフェース１６４を介して、ＳＤＲＡＭ１６３に書き込まれる。この
場合、各シンクブロックは、それに付加されているトラックＩＤおよびシンクブロックＩ
Ｄに基づいて、各フィールドについて、３６個のＥＣＣブロックに対応したメモリ空間の
所定アドレス位置に書き込まれる。これにより、ＳＤＲＡＭ１６３には、各フィールドに
つき、それぞれ記録時と同様の１２６個のシンクブロックからなる、３６個のＥＣＣブロ
ックが生成される。
【００８９】
また、各フィールドについて、ＳＤＲＡＭ１６３から３６個のＥＣＣブロックにおける各
シンクブロックのデータが読み出され、ＳＤＲＡＭインタフェース１６４およびＣ２読み
出しバッファ１６６を介してＣ２デコーダ１６７に供給される。Ｃ２デコーダ１６７では
、各フィールドにつき、３６個のＥＣＣブロックにおいて、Ｃ２パリティを用いてエラー
訂正処理が行われる。そして、各フィールドについて、Ｃ２デコーダ１６７で訂正された
３６個のＥＣＣブロックにおけるビデオデータ（圧縮符号化データ）は、Ｃ２書き込みバ
ッファ１６８およびＳＤＲＡＭインタフェース１６４を介して、ＳＤＲＡＭ１６３に書き
込まれる。
【００９０】
また、各フィールドについて、ＳＤＲＡＭ１６３に記憶されている３６個のＥＣＣブロッ
クに基づいて、各マクロブロックの圧縮符号化データが読み出され、出力バッファ１６９
を介して出力される。この場合、出力バッファ１６９では、デパッキングの処理が行われ
、各マクロブロックの圧縮符号化データが、対応するシンクブロックＳｄ，Ｓｈから取得
される。
【００９１】
次に、変速再生時の動作を説明する。
復号回路１３３から供給される再生ビデオデータＶＤｃはＳＹＮＣ検出回路１６１でシン
クデータが検出され、その後にＣ１デコーダ１６２に供給される。Ｃ１デコーダ１６２で
は、各シンクブロックに対して、Ｃ１パリティを用いたエラー訂正処理が行われる。この
Ｃ１デコーダ１６２からは、エラー訂正処理後のビデオデータ列に、エラー訂正ができた
か否かを示すエラー訂正フラグおよびＩＤが付加された状態で、各シンクブロックが出力
される。
【００９２】
Ｃ１デコーダ１６２から出力される各シンクブロックは、入力書き込みバッファ１６５お
よびＳＤＲＡＭインタフェース１６４を介して、ＳＤＲＡＭ１６３に書き込まれる。この
場合、Ｃ１デコーダ１６２から供給されるシンクブロックのうち、選択されたシンクブロ
ックのみ、ＳＤＲＡＭ１６３に書き込まれる。つまり、シンクブロックＳｄに関しては、
Ｃ１パリティによってエラー訂正できた場合には、書き込みシンクブロックとして選択さ
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れる。また、シンクブロックＳｈに関しては、直前に再生されたシンクブロックＳｄが書
き込みブロックとして選択され、当該シンクブロックＳｈが直前に再生されたシンクブロ
ックＳｄと同一のマクロブロックに係るものであり、かつ当該シンクブロックＳｈがＣ１
パリティによってエラー訂正できた場合には、書き込みシンクブロックとして選択される
。
【００９３】
この場合、各シンクブロックは、それに付加されているトラックＩＤおよびシンクブロッ
クＩＤに基づいて、３６個のＥＣＣブロックに対応したメモリ空間の所定アドレス位置に
書き込まれる。この場合、各フィールドにおいて同一のメモリ空間に書き込みが行われ、
記憶データが順次更新されていく。
【００９４】
またこの場合、シンクブロックＳｄがＳＤＲＡＭ１６３に書き込まれるが、このシンクブ
ロックＳｄと同一のマクロブロックに係るシンクブロックＳｈがＳＤＲＡＭ１６３に書き
込まれないとき、当該シンクブロックＳｄに後シンクエラーフラグが付加されてＳＤＲＡ
Ｍ１６３に書き込まれる。
【００９５】
また、各フィールドについて、ＳＤＲＡＭ１６３に記憶されている３６個のＥＣＣブロッ
クに基づいて、各マクロブロックの圧縮符号化データが読み出され、ＳＤＲＡＭインタフ
ェース１６４および出力バッファ１６９を介して出力される。この場合、各マクロブロッ
クの圧縮符号化データは、対応するシンクブロックＳｄ，Ｓｈから取得される。
【００９６】
ここで、所定のマクロブロックの圧縮符号化データを得るためのシンクブロックＳｄに、
後シンクエラーフラグが付加されている場合には、当該所定のマクロブロックの圧縮符号
化データのうち、シンクブロックＳｈから取得した圧縮符号化データに関しては、エラー
フラグが付加されて出力される。この場合、ＳＤＲＡＭ１６３上でシンクブロックＳｄと
ペアであるシンクブロックＳｈには、実際には同一のマクロブロックに係る圧縮符号化デ
ータが含まれていない。これにより、後段のビデオ伸長回路１３５では、エラーフラグが
付加されている圧縮符号化データを誤って使用することを防止でき、他のブロックの圧縮
符号化データが混じることによる画質の劣化を防止できる。
【００９７】
以上説明したように、本実施の形態においては、磁気テープ１２０の傾斜トラックＴには
、同一のマクロブロックに係るシンクブロックＳｄ，Ｓｈが連続して記録される（図１０
参照）。したがって、変速再生時に、同一のマクロブロックに係るシンクブロックＳｄ，
Ｓｈをペアで容易に再生でき、画質の向上を図ることができる。
【００９８】
また、本実施の形態においては、変速再生時において、再生されたシンクブロックＳｈに
ついては、直前に再生されたシンクブロックＳｄがＳＤＲＡＭ１６３に書き込まれないと
き、当該シンクブロックＳｈと直前に再生されたシンクブロックＳｄとが同一のマクロブ
ロックに係るものでないとき、さらには当該シンクブロックＳｈがＣ１パリティによって
エラー訂正できないときは、ＳＤＲＡＭ１６３に書き込まないものであり、使用不可能な
シンクブロックＳｈをＳＤＲＡＭ１６３に書き込む無駄を防止できる。
【００９９】
なお、上述実施の形態においては、ブロック毎の圧縮符号化データが１６×１６画素のマ
クロブロック毎の圧縮符号化データであるものを示したが、これに限定されるものではな
い。例えば、ブロック毎の圧縮符号化データが、８×８のＤＣＴブロックの圧縮画像デー
タであってもよい。
【０１００】
また、上記実施の形態においては、マクロブロック毎の圧縮符号化データを２個のシンク
ブロックＳｄ，Ｓｈにパッキングするものを示したが、ブロック毎の圧縮符号化データを
パッキングするシンクブロックの数は２個に限定されるものではない。



(15) JP 4264635 B2 2009.5.20

10

20

30

40

50

【０１０１】
また、上記実施の形態においては、ＤＣＴ等のブロック符号化を用いたデータ圧縮処理が
行われるものであるが、ＤＣＴの他にウォーブレット変換、離散サイン変換等の直交変換
を用いた符号化処理、あるいはその他の符号化処理を行ってもよい。要は、ブロック毎の
圧縮符号化データを複数個のシンクブロックにパッキングした場合、変速再生時に単独で
再生したとき、使用できる第１のシンクブロックと、使用できない第２のシンクブロック
とを、得ることができるものであればよい。
【０１０２】
【発明の効果】
この発明によれば、ビデオデータを二次元ブロック単位で分割して圧縮符号化し、各ブロ
ックの圧縮符号化データを複数のブロックに渡ってパッキングし、テープの傾斜トラック
に、同一のブロックに係る第１、第２のシンクブロック（変速再生時に単独で再生したと
き、第１のシンクブロックは使用できるが、第２のシンクブロックは使用できない）を連
続して記録するものであり、変速再生時に同一ブロックに係る第１、第２のシンクブロッ
クをペアで容易に再生でき、画質の向上を図ることができる。
【０１０３】
また、この発明によれば、上述したように第１、第２のシンクブロックが記録されたテー
プの傾斜トラックからシンクブロックを再生する際に、第１のシンクブロックについては
エラー訂正できたときはメモリに書き込むが、第２のシンクブロックについては、直前に
再生された第１のシンクブロックがエラー訂正でき、この第１のシンクブロックと同一の
ブロックに係るものであり、かつエラー訂正できたときメモリに書き込むものであり、使
用不可能な第２のシンクブロックをメモリに書き込む無駄を防止できる。
【０１０４】
また、この発明によれば、再生された第１のシンクブロックをメモリに書き込む際に、こ
の第１のシンクブロックと同一のブロックに係る第２のシンクブロックをメモリに書き込
まないときは、この第１のシンクブロックに後シンクエラーフラグを付加してメモリに書
き込むものであり、この後シンクエラーフラグに基づいて、メモリ上でこの第１のシンク
ブロックとペアである第２のシンクブロックの圧縮符号化データを用いないようにでき、
他のブロックの圧縮符号化データが混じることによる画質の劣化を防止できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施の形態としての記録再生装置の構成を示すブロック図である。
【図２】記録フォーマットを説明するための図である。
【図３】磁気ヘッドの配置を説明するための図である。
【図４】ビデオデータのＥＣＣブロックの構成を示す図である。
【図５】ビデオデータの１シンクブロックの構成を示す図である。
【図６】１２トラック内のシンクブロックの配置を説明するための図である。
【図７】Ｃ２パリティの配置を示す図である。
【図８】ＥＣＣエンコーダの構成を示すブロック図である。
【図９】マクロブロックとシンクブロックとの関係を説明するための図である。
【図１０】同一マクロブロックに係る２シンクブロックの配置を示す図である。
【図１１】ＥＣＣデコーダの構成を示すブロック図である。
【図１２】書き込みシンクブロックの選択処理の手順を示すフローチャートである。
【符号の説明】
１００・・・記録再生装置、１１１・・・入力端子、１１２・・・ビデオ圧縮回路、１１
３・・・ＥＣＣエンコーダ、１１４・・・記録アンプ、１２０・・・磁気テープ、１３１
・・・再生アンプ、１３２・・・等化回路、１３３・・・復号回路、１３４・・・ＥＣＣ
デコーダ、１３５・・・ビデオ伸長回路、１３６・・・出力端子、１４０・・・回転ドラ
ム、１５１・・・ＳＤＲＡＭ、１５２・・・ＳＤＲＡＭインタフェース、１５３・・・入
力書き込みバッファ、１５４・・・Ｃ２読み出しバッファ、１５５・・・Ｃ２エンコーダ
、１５６・・・Ｃ２書き込みバッファ、１５７・・・出力バッファ、１５８・・・ＳＹＮ
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Ｃ・ＩＤ付加回路、１５９・・・Ｃ１エンコーダ、１６１・・・ＳＹＮＣ検出回路、１６
２・・・Ｃ１デコーダ、１６３・・・ＳＤＲＡＭ、１６４・・・ＳＤＲＡＭインタフェー
ス、１６５・・・入力書き込みバッファ、１６６・・・Ｃ２読み出しバッファ、１６７・
・・Ｃ２デコーダ、１６８・・・Ｃ２書き込みバッファ、１６９・・・出力バッファ

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】 【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】
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